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本日の話題

1. 銚子の「過去」の自然災害

2. 銚子の「現在」の自然災害

3. 銚子の「将来」の自然災害
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1. 銚子の「過去」の自然災害

◼ 1102年 大津波？ → 銚子大神幸祭

◼ 1677年 延宝地震

◼ 1703年 元禄地震

◼ 1854年 （安政南海地震）

◼ 1910年 二月遭難（爆弾低気圧）

◼ 1960年 チリ地震

◼ 1971年 昭和46年台風25号（土砂災害、浸水害）

◼ 2011年 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）
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銚子大神幸祭

◼ 康和４年（1102年）、銚子高神の高見の
浦一帯で大津波が起こり、この大規模な
東国の天変地異の模様が海神の怒りと
なって遠く京都まで恐慌を伝えていた。

◼ そこで、堀河天皇は、この災害を鎮める
ために勅命を発し、銚子への御神幸祭を
始められた。この神幸祭は、1110年（第9

回）までは毎年行われていたが、その後
は20年に一度行われ、現在まで約900年
も続いている（最近は2010年、次回は
2030年の予定）。
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銚子観光協会：式年銚子大神幸祭（http://www.choshikanko.com/jinkosai/geinou/07.html）



渡海神社

◼ 709年に東海鎮護と銚子半島の鎮めとして、
外川浦日和に創建されたが、その後、津波で
被害を受けたため、976年に現在の場所に移
ったと言われる（→高台移転）

◼ 「今回（東日本大震災）の津波で、神社仏閣
が被災を免れたのは、長い歴史の中で多くの
犠牲を払いながら、試行錯誤を重ねてきた証
だったのです。」（土屋信行『首都水没』より）
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例） 上山八幡宮（宮城県南三陸町）
当初は高台にあったが、1800年頃、標高1mの場所
に移る。1960年のチリ地震津波で被災し、現在の高台
（標高19m）に移転。2011年の東日本大震災では被災
せず。（磯田道史『天災から日本史を読みなおす』より）



極相林

◼ 渡海神社境内の森は「極相林」と呼ばれる

◼ 裸地が極相林になるには数百年から千年を要
すると言われており、県内でも少なく、千葉県の
天然記念物に指定されている
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1677年延宝地震（M8.0）

◼ 磐城（宮城・福島）から房総にかけ
て津波襲来。房総（千葉県）で倒家
223余、溺死246余。

◼ 銚子市では、“夜四ツ時（22時頃）、
津浪、笠上・飯沼に人畜の死傷を
出し、千人塚の側に大池が出現。
又高神村大池に大浪打揚げ樹木
の倒れるもの一万余、外川・長崎の
漁船・民家、大被害を蒙り、人畜の
死傷多し。”（『銚子市史』より）
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→津波地震



1703年元禄地震（M7.9～8.2）

◼ 津波が犬吠埼から下田に
至る海岸を襲った。房総（
千葉県）の死者は6,534

人（津波で2,000人以上）
。

◼ 旧飯岡町（現旭市）での
死者は、三ヶ浜（下永井
浜、飯岡浜、平松行内浜）
で70余人。旧蓮沼村（現
山武市）では、死者102人
以上。旧成東町（現山武
市）での死者は、松ヶ谷で
84人、本須賀で96人。

千葉県：元禄地震（防災誌）

津波塚
（山武市本須賀）
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濱口梧陵

◼ ヤマサ醤油（本社：銚子市、創業：
1645年）の第７代当主（1820～
1885年） ※広村（和歌山）、江戸
（東京）、銚子（千葉）を行き来する

◼ 1854年（安政元）：安政南海地震
（旧暦11月5日）の際、広村での
津波避難の逸話「稲むらの火」 →

広村堤防の建設

◼ 1858年（安政５）：銚子でのコレラ
防疫（江戸で死者10万人との説
あり）
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提供：広川町教育委員会

「安政の江戸にだけは住み
たくないなあ。地震だけでな
く、コレラがはやるわ火事は
多いわ。外国船はやって来
るし。」（宮部みゆき、2014）



「稲むらの火」

◼ 安政元年11月5日（1854年12月24日）夜、安政南

海地震の津波が広村（和歌山県）に襲来した際、梧
陵は自身の田にあった藁の山に火をつけて安全な
高台にある広八幡神社への避難路を示す明かりと
し、速やかに村人を誘導することができた。
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国語教科書
（1937～1947年）

国語教科書
（2011年～）



広村堤防

◼ 津波から村民を守るため、また、家・仕事を失った村民を
雇用するため、私費を投じて、堤防（高さ5m、長さ600m）
を建設 → 1946年の昭和南海地震の津波を防ぐ

◼ 銚子本店（ヤマサ醤油）から広村に、合計2,000両（約4億
円）を送金 ※1855年（安政２）の安政江戸地震により、江
戸の店が大打撃を受ける

11

撮影：2014年10月5日



1910年の海難事故（二月遭難）

◼ 明治43年（1910年）3月12日、突然の暴風雪
により、出漁中の漁船82隻、乗組員1,054人が
遭難（溺死者：13人、行方不明者：314人）。
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（新総房 明治43年3月15日）



二月遭難の供養碑
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（溺死者：13人、行方不明者：314人）



濱口吉兵衛（1868～1940）

◼ ヒゲタ醤油の社長、銚子遊
覧鉄道（銚子電鉄の前身）
の社長

◼ 海難事故の遺族からの声
を受け、銚子漁港整備を
決意→衆議院議員に当選

↓

◼ 銚子漁港の水揚げ量は

９年連続全国１位
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濱口吉右衛門と濱口吉兵衛、
『実業の世界』、1912より



｢井戸へい｣か｢漁民の命｣か

◼ 浜の人びとは･･･吉兵衛に国会議員になることをた
のんでいたのであった。吉兵衛はなかなか決心が
つかなかった。吉兵衛が経営する工場には千人も
の人びとが働いていた。もし吉兵衛が国会議員にな
って｢井戸へい｣になったら、この人たちとその家族
は路頭に迷うことになる。｢井戸へい｣か｢漁民の命｣
か？･･････。（中略）「そうだ、漁民たちは危険を覚
悟して漁に出て行くのだ。この人たちを見捨てては
ならない。私だけが危険から逃げまわっていては
だめだ」
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川村優監修：『千葉県を築いた人びと』

井戸塀：政治活動の資金を作るために屋敷ま
でも人手にわたり、井戸と塀しか残らないこと。



1960年チリ地震津波

◼ 地震発生から約22時間半後の5月24日未明に三陸
海岸沿岸を中心に最大で6mの津波が襲来し、全国
で死者119人（千葉県銚子市：2人）、行方不明20人
の被害を生じた。

◼ 岩手県田老町（現・宮古市田老）では、1958年に高
さ約10ｍの防潮堤（総延長2.4km）が完成していた
ため、死者0人。

※2011年東北地方太平洋沖地震では防潮堤が
500mにわたり倒壊したため、田老地区の住民（約４
千人）のうち死者・行方不明者は２００人以上。
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1960年チリ地震津波の外川漁港

（写真提供：田村精一氏）
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◼ 最大瞬間風速：49m/

秒（銚子市）、降水量
（ 9 月 6 ～ 8 日 ） ：
559mm（勝浦市）、
371mm（銚子市）

◼ がけ崩れ：7,760ヵ所

◼ 死者：56人、負傷者：
441人、全壊：7,629

世帯、半壊：4,529世
帯、床上浸水：7,990

世帯

新生町

富川町

写真提供：室井房治氏

本城町

春日町

清川町 君が浜

1971年（昭和46年）台風25号
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2010年チリ地震津波（1）

（写真提供：室井房冶氏）

銚子マリーナ海水浴場
（マリーナキャンパス付近）
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2010年チリ地震津波（2）

犬若漁港
（本部キャンパス前）

（写真提供：室井房冶氏）
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2011年東北地方太平洋沖地震
（東日本大震災）

銚子市
【人的被害】
・死者：0人
・行方不明：1人
【住家被害】
・全壊：23棟
・半壊：94棟
・床上浸水：10棟
・床下浸水：2棟

旭市
【人的被害】
・死者：13人
・行方不明：2人
【住家被害】
・全壊：334棟
・半壊：905棟
・床上浸水：669棟
・床下浸水：259棟

国土地理院：浸水概況図（http://www.gsi.go.jp/common/000060334.pdf）

旭市

宮城県を旅
行中に被災
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千葉科学大学の浸水状況
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本部キャンパスの被害状況

正面玄関 学生食堂玄関ロビー

廊下（学習室前） 学生食堂の裏渡り廊下

撮影：2011年3月13日 24



マリーナキャンパスの被害状況

ロータリー 守衛所守衛所

バス停 研究室喫茶棟

撮影：2011年3月13日 25



ダークツーリズム
in 銚子ジオパーク
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防災（非日常）
×

観光（日常）

千葉科学大学「藤本研究室」のサイト
（https://bosai-choshi.jimdo.com/）

からダウンロードできます。

https://bosai-choshi.jimdo.com/


2. 銚子の「現在」の自然災害

◼令和元年台風15号（令和元年房総半島台風）

◼令和元年台風19号（令和元年東日本台風）

◼令和元年10月25日大雨
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【台風15号】
南房総市中学校体育館

【台風19号】
銚子市市街地冠水

【10月25日大雨】
茂原市小学校浸水

【 10月25日大雨】
佐倉市住宅地がけ崩れ



令和元年台風15号（9月9日）

◼ 人的被害 死者0人、重傷者
7人、軽傷者75人

◼ 建物被害 全壊294棟、半壊
3,274棟、一部損壊56,543

棟、床上浸水37棟、床下浸
水65棟

◼ 暴風による広域・多数の建物被害
、送電線鉄塔の倒壊（君津市）、ゴ
ルフ練習場鉄柱の倒壊（市原市）
、県内全域で多数の倒木、広域・
長期にわたる停電（ピーク時には
県内の約64万軒が停電）、首都圏
の鉄道の計画運休 など
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一部損壊



令和元年台風19号（10月12日）

◼ 人的被害 死者1人、重傷者
1人、軽傷者23人

◼ 建物被害 全壊14棟、半壊
65棟、一部損壊1,467棟、床
上浸水25棟、床下浸水69棟

◼ 竜巻と推定される突風（風速約
55mと推定）により車が横転して
男性1人が死亡（市原市）、利根川
の増水により最下流の銚子市に
おいて浸水被害、亀山ダム（君津
市）と高滝ダム（市原市）から緊急
放流の可能性があったが、実施さ
れず など
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一部損壊



令和元年10月25日大雨

◼ 人的被害 死者11人、重傷
者1人、軽傷者3人

◼ 建物被害 全壊10棟、半壊
15棟、一部損壊67棟、床上
浸水 1,379棟、床下浸水
1,279棟

◼ 河川氾濫による多数の床上・床下
浸水（茂原市、長柄町、長南町、
大網白里市、山武市など）、車両
の水没等による死者4人（長柄町、
長南町）、土砂災害警戒区域指定
外での土砂崩れによる死者4人（
千葉市緑区、市原市） など
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床下浸水



3. 銚子の「将来」の自然災害

◼地 震 銚子市

◼津 波 銚子市、国土交通省

◼洪 水 銚子市、国土交通省

◼土砂災害 千葉県
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地震ハザードマップ
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市内全域で震度６弱以上

銚子市直下で
M7地震が発生



津波ハザードマップ（銚子市）
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一部の地域で浸水深５m以上

銚子市沿岸部に
大津波（高さ10m）が襲来



津波浸水想定図（千葉県）
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ちば情報マップ（https://map.pref.chiba.lg.jp/）

千年に一度ｸﾗｽの
大津波を想定



洪水ハザードマップ（銚子市）
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浸水域は利根川沿岸に限定

利根川上流（群馬県
伊勢崎市）で318mm

の雨量（３日間）



利根川洪水浸水想定区域図
（国交省）
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国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所

利根川上流（群馬県
伊勢崎市）で491mm

の雨量（３日間）



土砂災害警戒区域（千葉県）
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ちば情報マップ（https://map.pref.chiba.lg.jp/）



平成30年7月豪雨の教訓
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平成30年7月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）より



濱口梧陵の言葉

◼「唯我独尊の覚悟を定め、･･･」
（「私がやるしかないと覚悟を決め、･･･」）

嘉永七年海嘯の実況（濱口梧陵手記）より

↓

自助＞共助＞公助
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まとめ
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◼ビスマルク

「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」

↓

◼愚者は経験（最近の災害だけ）に学ぶ。
賢者は歴史（過去の災害）に学び、そし
て、将来の災害に自助（＞共助＞公助）で
備える。


